
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川西高等特別支援学校 

学校だより 第 27号 

令和４年 12月 9日 

「生徒が輝く音楽発表」 
音楽主任  山澤小百合 

 今年度の音楽発表は「響け！川西太鼓」「ジャニーズ今昔メドレー」の２曲 

でした。「響け！川西太鼓」は、毎年、演奏している曲です。８名の選抜チー 

ムによる迫力のある演奏でした。「ジャニーズ今昔メドレー」は、「音楽を選 

択した生徒の中で、ジャニーズの曲を好きな生徒が多かったこと」と「保護者 

の皆様にも、懐かしみながら楽しんでいただきたい」という思いから選曲しま 

した。やまゆり祭に向けて、７月から心一つに練習をすすめました。演奏直後、 

「感動した」とお声かけいただいた保護者の方もいらして、生徒は大変喜んで 

いました。ありがとうございました。 

 

 

「個性あふれる作品」 
美術主任  横山めぐみ 

小体育館に、美術作品、全校作品、総合的な探究の時間に学んだことをまとめたポスター等を展示しました。

美術の作品は、モダンテクニックを使って自分の好きなこと等の思いを表現した作品、デザインを工夫した張

り子のランプシェード、絵本『りんごかもしれない』からイメージを広げた共同制作「りんごのきょうだい」

を展示し、個性の光る作品が空間を彩りました。今年度は 

生徒が自分の作品について紹介しました。大勢の方の前で 

堂々と自分の作品について自分の言葉で思いを語った姿が 

頼もしく思えました。また、感想を伝え合いながら鑑賞す 

る姿がたくさん見られました。感想をいただいたことは、 

生徒の自信や励みとなりました。ありがとうございました。 

 

 

「製品販売・パック詰め体験 ご協力ありがとうございました」 
クラフト班担当  中沢 誠 

 コーヒーや紅茶のテトラパックの製品販売と紅茶のパック詰め体験を行いました。購入していただくお客様

から喜んでいただける、お客様のお役に立てる製品づくりを目指し、班員みんなで協力しながら気持ちを込め

た仕事を心掛け当日に備えました。当日は、笑顔でお客様をお迎えし、「いらっしませ」「ありがとうござい

ました」などの声かけを明るく元気に行うことが 

できました。また、紅茶のパック詰め体験にも多 

くの方にお越しいただき、製造過程を知っていた 

だきました。大勢のお客様とのふれあいを通し、 

生徒は日頃の学習の成果を実感することができ 

ました。ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「セルフ立ち飲みカフェ River West ＆ バックヤード体験」 

 

カフェ・バックヤード班担当 大野 雅也 

 カフェ・バックヤード班の接客、バックヤード業務の体験と実演はい 

かがでしたでしょうか。『明るく元気に接客する』や『台詞を覚えて丁寧 

な接客をする』など、それぞれの目標をもって生徒たちは練習を積んでき 

ました。当日の生徒たちは、たくさんのお客様を前にして緊張しながらも、 

それぞれ高めてきた技能を精一杯発揮していました。実際にお客様とふれ 

あう中で掛けていただいた「ありがとう」、「おいしかったよ」等のあたた 

かい言葉は、生徒たちの自信となり、目指す社会人像をより確かなものと 

してくださいました。ご来店いただき、本当にありがとうございました。 

 

「体験活動へのご参加ありがとうございました」 

清掃・介護班担当  峯村 淳 

清掃・介護班では、職業技能検定に向けて練習を重ねた「自在ぼうき」「ダスタークロス」のデモンストレーシ

ョンと体験活動を実施しました。やまゆり祭に向けて練習をする中で、「教える」ことの難しさを痛感しながら、

「こうした方がよい」「こう言った方がよい」と話し 

合いと改善を重ねて当日を迎えました。至らない点もた 

くさんありましたが、生徒たちは少しでもよりよく実施 

できるよう頑張ることができたと思っています。ご参加 

いただいたたくさんの保護者の方々、ありがとうござい 

ました。 

 

 

みんなでつくる 修学旅行 

３学年主任 岩井 晶子  

９月 15・16日の２日間、３年生は村上・新潟方面への修学旅行へ行って来ました。生徒の修学旅行実 

行委員が中心になって考えたキャッチフレーズは、『みんなでつくる修学旅行～安全・協力・成長・思い

出』でした。生徒に「どんな修学旅行にしたい？」と問いかけた時に最初に出てきたのが“安全”だった

ことは、長く続く新型コロナウイルス感染症の影響を物語っていると感じました。生徒の“安全”を保障

するため、当初の東京方面から新潟・村上方面への 2泊 3日へ、そして 1泊 2日へと３度行先や内容を変

更しての旅行となりました。 

新しく行き先となった村上市を調べる中で、オリンピック選手が合宿をしているスケートパークがある

ことを知り、間近で実際の滑りを見学するとともに、見学後は近くの海を散策することもできました。そ

の他にも、迫力満点の鮭に感動した「千年鮭きっかわ」、好天に恵まれ絶景だった新潟日報メディアシッ

プ、見学だけでなくパン作りの体験もさせていただいた「パンも大谷」、そして多くの生徒が楽しみにし

ていた村上の海の幸や新潟のホテルのテーブルマナー体験、家族へのお土産選び等、修学旅行でしかでき

ない、かけがえのない体験ができました。「長岡の宿泊学習の経験を生かして、仲間と相談しながら活動

したい！」という生徒の思いをいかすために、せめてもと地図を見ながら、 

グループごとに新潟の街を歩いたことも、よい思い出になりました。 

本当に「みんなでつくった修学旅行」。協力していただい方に感謝すると 

ともに、かけがえのない経験を今後の生活にいかしていってほしいです。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


